
Ⅵ　国際交流活動状況





1．国際交流協定締結状況（平成 29 年度）

（1）大学間協定（獣医学研究院が責任部局となっている協定）：7協定

国名 機関名 大学間締結年月日
スリランカ民主社会主義共和国 ペラデニヤ大学 2006 年 11 月 14 日
モンゴル国 モンゴル生命科学大学 2009 年  1 月 26 日
インドネシア共和国 ガジャマダ大学 2010 年  7 月 23 日
英国 エジンバラ大学 2011 年  2 月 23 日
ザンビア共和国 ザンビア大学 2011 年  3 月 18 日
南アフリカ共和国 プレトリア大学 2016 年  8 月 29 日
アメリカ合衆国 コロラド州立大学 2017 年  3 月 22 日

（2）大学間協定（獣医学研究院が関係部局として加わっている協定）：10 協定

国名 機関名 大学間締結年月日

アメリカ合衆国
アラスカ大学 1986 年 12 月 20 日
ウイスコンシン大学マディソン校 1987 年  4 月 21 日
オハイオ州立大学 1998 年  9 月  1 日

大韓民国
ソウル大学校 1997 年 10 月  1 日
全北大学校 2000 年  2 月  9 日

スイス連邦 ジュネーブ大学 2005 年  6 月  7 日
タイ王国 マヒドーン大学 2008 年 11 月 26 日
サウジアラビア王国 キング・アブドゥルアジーズ大学 2010 年  7 月  8 日
台湾 国立中興大学 2012 年  3 月 14 日
アイルランド アイルランド国立大学ダブリン校 2014 年 11 月  5 日

（3）部局間協定：15 協定

相手国 機関名 部局間締結年月日
インドネシア共和国 ガジャマダ大学獣医学部（ヨクヤカルタ） 2008 年  8 月 26 日
台湾 国立中興大学獣医学校 2008 年 12 月 18 日
英国 エジンバラ大学獣医校 2009 年  7 月 24 日

ドイツ連邦共和国
ミュンヘン大学獣医学部 2011 年  4 月  1 日
ベルリン自由大学獣医学部 2012 年  8 月  1 日

エジプト・アラブ共和国 ザガジグ大学獣医学部 2012 年  3 月  6 日
アメリカ合衆国 コーネル大学獣医学部 2013 年  3 月 25 日

モンゴル国
モンゴル生命科学大学獣医学研究所 2013 年  5 月  7 日
国立人獣共通感染症センター 2014 年  1 月 17 日

ガーナ共和国 クワメエンクルマ科学技術大学理学部 2013 年  7 月 26 日
ミャンマー連邦共和国 ミャンマー獣医科学大学 2013 年 10 月  7 日
フィリピン共和国 フィリピンカラバオセンター 2016 年  9 月 29 日

ネパール連邦民主共和国
自然保護ナショナルトラスト（NTNC）ネパール結核対
策 協 会 ／ ド イ ツ - ネ パ ー ル 結 核 対 策 プ ロ ジ ェ ク ト

（NATA/GENETUP）
2016 年  4 月 11 日

スペイン ムルシア大学獣医学部 2016 年  5 月  2 日
ベトナム社会主義共和国 ベトナム国立農業大学 2017 年  2 月 11 日
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2．国際化に関連したプログラム等（平成 29 年度）

プログラム等（採択年度順）

国費外国人留学生の優先配置を行なう特別プログラム
「国際獣医学ネットワーク形成に向けた研究者養成プログラム」（平成 19〜29 年度）

博士課程教育リーディングプログラム
「One Health に貢献する獣医科学グローバルリーダー育成プログラム」（平成 23〜29 年度）

大学の世界展開力強化事業
「日本とタイの獣医学教育連携：アジアの健全な発展のために」（平成 25〜29 年度）

国際連携研究教育局（GI-CoRE）
人獣共通感染症グローバルステーション（平成 26 年度〜）

国際協力機構（JICA）
モンゴル国「獣医・畜産分野人材育成能力強化プロジェクト」（平成 26〜31 年度）

日本学術振興会　研究拠点形成事業アジア・アフリカ学術基盤形成型
「ケミカルハザード問題の克服に向けた国際コミッション CHCA の設立」（平成 27〜29 年度）

国立研究開発法人科学技術振興機構　地球規模課題対応国際科学技術協力事業
「ザンビアにおける鉛汚染のメカニズムの解明と健康・経済リスク評価手法および予防・修復技術の開発」
（平成 27〜31 年度）

エジンバラ大学（英国）との獣医学交流（毎年交互の学生派遣及び受入）

ソウル大学（韓国）とのジョイントシンポジウム開催（毎年交互の開催）

コロラド州立大学獣医学部（米国）への交流事業（Gen Kato Fund による学生・教員の派遣と受入れによ
る相互交流）

3．外国人留学生数

（1）経費別外国人留学生在籍数� 各年度 5 月 1 日現在

経費区分

平成 28 年度 平成 29 年度

学士課程 博士課程 非正規生
（研究生等） 学士課程

博士課程
非正規生

（研究生等）獣医学院
（獣医学研究科） 国際感染症学院

国費留学生 0 24 0 0 27 2 0

私費留学生 1 22 2 0 21 2 3

外国政府派遣留学生 0 3 0 0 2 0 0

計 1 49 2 0 50 4 3
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（2）国・地域別外国人留学生数� 各年度 5 月 1 日現在

地域 国名
平成 28 年度 平成 29 年度

研究科・学部 獣医学院・学部 国際感染症学院

アジア

インドネシア 2 4 1

大韓民国 4 2

スリランカ 2 2

タイ 9 12

台湾 1

中国 5 4

ネパール 4 4

バングラディシュ 3 3

フィリピン 1 1

ベトナム 2 1

ミャンマー 4 4

モンゴル 4 4

大洋州 －

ヨーロッパ 英国 1 1

北米・中南米 アメリカ 1 1

中東 イラン 1

アフリカ

エジプト 4 2

ガーナ 2 1

ケニア 1 1

ザンビア 3 4 2

マラウイ 1

52 53 4

（3）短期外国人留学生（協定校等）の受入

大学院

台湾国立中興大学 カセサート大学 ノースウェスト大学 マヒドーン大学

平成 26 年度 1（約 1.5 ヶ月） 1（約 4.5 ヶ月） － －

平成 27 年度 － － － －

平成 28 年度 － － － －

平成 29 年度 － － 2（約 2 ヶ月） 1（約 2 ヶ月）

学部

エジンバラ大学 カセサート大学 チュラロンコン大学 フィリピン大学
ロスバニョス校 ガジャマダ大学

平成 26 年度 9（約 2 週間） 20（約 3 ヶ月） 6（約 2 ヶ月） 4（約 1 ヶ月） －

平成 27 年度 － 20（約 3 ヶ月） 5（約 1 ヶ月） － －

平成 28 年度 10（約 2 週間） 20（約 3 ヶ月） 5（約 1 ヶ月） － 1（約 11 ヶ月）

平成 29 年度 － 15（約 3 ヶ月） 4（約 1 ヶ月） － －
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4．学生の派遣実績

（1）大学院授業「海外実践疫学演習／海外共同研究演習」及び「海外インターンシップ」の実績数（派遣学生数）
� 平成 28 年度

所属別 地域 人数 派遣先

日本国外での
インターンシップ

アジア 6 中国疾病予防管理センター，German Nepal Tubersulosis Project（GE-
NETUP），モンゴル生命科学大学，WPRO，タマサート大学

中近東 0
アフリカ 0

北米・中南米 3 テキサス A ＆ M 大学，コーネル大学，アメリカ国立生物工学情報セ
ンター

ヨーロッパ 6 グラスゴー大学，世界保健機関本部，ダブリン大学，オックスフォー
ド大学，エディンバラ大学

その他 2 シドニー大学
合計 17

海外実践疫学演習／
海外共同研究演習

アジア 11

モンゴル大学，Depatment of Medical Research（ミャンマー），ナ
ショナル・トラスト・フォー・ネイチャー・コンサベーション（ネ
パール），フィリピンカラバオセンター，チトワン国立公園，Bureau 
of Vector－Borne Diseases（BVBD）（タイ），ベトナムカントー周辺

（RAHO7Sub DAH　生鳥市場，鶏農場），German Nepal Tubersulosis 
Project（GENETUP）

中近東 0
アフリカ 7 ザンビア大学，北海道大学人獣リサーチセンターザンビア拠点

北米・中南米 0 アメリカ国立衛生研究所ロッキーマウンテン研究所，スクリプス研究所
ヨーロッパ 2 ダブリン大学，オックスフォード大学

その他 4 メルボルン大学，東海大学医学部，沖縄科学技術大学院大学，長浜バ
イオ大学

合計 24

� 平成 29 年度

所属別 地域 人数 派遣先

日本国外での
インターンシップ

アジア 4 Bornean Sun Bear Conservation Centre，Duke-NUS Medical School，
Duke-National Univer，WHO ラオス

中近東 0
アフリカ 0

北米・中南米 5 アメリカ国立アレルギー・感染症研究所，米国コーネル大学，イン
ディアナ大学，Smithsonian Institution，エール大学

ヨーロッパ 4 ゲント大学，チューリッヒ大学，Institute of Molecular Biotechnology
（IMBA），リバプール大学

その他 1 メルボルン大学
合計 14

海外実践疫学演習／
海外共同研究演習

アジア 5 モンゴル（JICA），タマサート大学，フィリピンカラバオセンター，
German Nepal Tuberculosis Project（GENETUP）

中近東 0
アフリカ 1 ザンビア

北米・中南米 2 ワシントン大学セントルイス校，（AMED）フロリダ大学
ヨーロッパ 0

その他 1 東海大学
合計 9
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（2）学部学生の海外派遣（留学）

所属別 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

エジンバラ大学 9（2 週間） 10（2 週間） 10（約 2 週間）

ザンビア大学 3（2 週間，SSSV）

ミュンヘン大学 2（10 日間）

カセサート大学 世界展開力強化事業による派遣→ 7（3 ヶ月） 3（3 ヶ月）

その他 7（約 3 ヶ月） 4（約 3 ヶ月）

合計 5 9 7 13

5．学生の海外への派遣（出張）延べ人数（過去 6年間）

地域 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

アジア 10 3 17 11 14 14

中近東 0 0 0 0 0 0

アフリカ 4 2 3 1 6 2

北米・中南米 6 2 10 7 3 7

ヨーロッパ 2 11 2 16 3 15

その他 1 0 0 1 9 0

合計 23 18 32 36 35 38

6．教員の海外への派遣（出張）延べ人数（過去 6年間）

地域 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

アジア 64 45 75 72 66 54

中近東 1 2 0 6 0 0

アフリカ 23 29 34 34 30 20

北米・中南米 25 23 16 14 28 31

ヨーロッパ 15 29 7 18 19 14

その他 1 1 0 4 2 6

合計 129 129 132 148 145 125

7．外国人研究者の受入れ延べ人数（過去 6年間）

地域 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

アジア 11 33 19 25 23 19

中近東 13 0 0 0 0 1

アフリカ 18 15 18 6 5 12

北米・中南米 14 16 13 14 10 16

ヨーロッパ 9 3 0 6 5 8

その他 2 0 1 1 0 0

合計 67 67 51 52 43 56
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8．国際学会，国際シンポジウム，国際研究集会等の主催状況（過去 6年間）

地域 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

国内開催件数 0 1 1 1 0 2

国外開催件数 1 1 1 1 2 1

合計 1 2 2 2 2 3

　  主な主催状況（平成 28〜29 年度）

開催日 タイトル・開催場所等 担当教室等

平成 28 年 7 月 14 日
Kick-Off Symposium for the “The Project for Visualiza-
tion of impact of chronic/latent chemical hazard and 
Geo-Ecological Remediation in Zambiall”（ザンビア）

北海道大学・JICA・JST

平成 28 年 8 月 29−31 日 8th International Toxicology Symposium in Africa（エジ
プト） 毒性学教室

平成 29 年 11 月 6−7 日
The 1st International KAMPAI Symposium 〜 Sustain-
able Management of Resources and Environment in the 
21st century（札幌市）

毒性学教室，工学院・農学
院・保健科学院

平成 29 年 9 月 7−8 日 9th International Toxicology Symposium in Africa（ナイ
ジェリア） 毒性学教室

平成 29 年 8 月 2 日 1st Chemical Hazard Symposium (Joint Seminar on Envi-
ronmental Chemistry and Toxicology)（札幌市） 毒性学教室
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